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１．はじめに 

本ファイルは、労働負担軽減経営体（以下、「経営体」という。）が作成する「要望調査票

（別記様式第１号－１）」、楽酪応援会議（以下、「応援会議」という。）が作成する「参加要

望書（別記様式第１号）」の記入等を効率よく進めるための補助シートです。 

提出前に、必ず実施要領に基づき、確認を行ってください。 

 

２．ワークシートの構成について 

６つのワークシートで構成され、各役割は以下のとおりです。 

 

 

【楽酪ＧＯ事業】 

ワーク 

シート名 

使用の目的 主な 

使用者 

機械装置入力

シート 

○入力はこのシートで行います。 

○ここで入力された内容が各シートに反映されます。 

 

 

経営体 
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出力シート（楽

酪 GO1-1） 

○機械装置入力シートでステージ１とステージ２を入力後、

プリントアウトすれば、提出書類「要望調査票（別記様式第

１号－１）」になります。なお、入力手順は３ページからの

「３．要望調査票の作成手順（別記様式第１号－１）」に記

載しています。 

○最終出力ページに、「補助金及び要望調査に関する確認書」

がありますので必ずプリントアウトして提出して下さい。 

  

経営体 

出力シート（楽

酪 GO1-1 別紙

1） 

○施設整備の要望を行う場合、機械装置入力シートでステー

ジ３を入力後、プリントアウトすれば、提出書類「施設整備

要望調査票（別記様式第１号－１別紙１）」になります。な

お、入力手順は９ページからの「４．施設要望調査票の作成

手順（別記様式第１号－１別紙１）」に記載しています。 

〇コスト分析の基準額を超えた場合は、プリントアウトする

前に同シートの「（２）コスト分析基準等を超える理由等」

を必ず手入力してから提出して下さい。 

 

経営体 

まとめシート

（楽酪 GO１号） 

○応援会議は、当該シートのデータをコピーし、別ファイル

「参加要望書（別記様式第１号）」に貼り付けしていただけ

れば、容易に書類作成（入力）できます。 

○作成後、実施計画書承認申請書（別記様式第２号）に添付し

提出して下さい。 

 

応援 

会議 

項目リスト 使用しません（管理用です）。 

 

－ 

機械装置リス

ト 

使用しません（管理用です）。 － 
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３．要望調査票の作成手順（別記様式第１号－１） 

（１）「04rg_rakuraku1-1_0000000.xlsm」ファイルを開きます。 

 

 

（２）「ファイルのダウンロード」を押します。 

 

 

 

（３）「編集を有効にする（E）」を押します。 

 

 

 

（４）「コンテンツの有効化」を押します。 

 
注：表示せずにマクロが無効の場合、セキュリティ設定を確認して下さい。（ファイル➡その他➡オプシ

ョン➡トラストセンター（使用ソフトによって別名でセキュリティセンター等）➡トラストセンター

の設定➡マクロの設定➡「警告して、ＶＢＡマクロを有効にする」設定） 
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（５）機械装置入力シートを開きます。 

 

 

（６）「ステージ１：申請概要の入力」プルダウン選択します。（必須） 

申請する内容 申請区分 

② 搾乳ロボット、ミルキングパーラー、搾乳ユニット搬送レール自動、搾乳

ユニット搬送レール手動、ミルカー自動離脱装置、自動給餌機（濃厚飼料用）、

自動給餌機（濃厚・粗飼料用）、自走式配餌車、ほ乳ロボット（据置式、レー

ル式を含む）、バーンスクレーパー、敷料散布機 

〇 

③ 上記②と一体的な補改修・増築等 〇 

注：上記のように、機械装置の導入と施設整備の両方を行う場合はどちらにも選択します。 
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（７）「ステージ２：機械装置の入力」の基本情報を手入力します。（必須） 

 

 

（８）「ステージ２：機械装置の入力」の「１ 経営の概況」 を手入力します。（必須） 

 

 

酪農経営 
年間総労働時間    ＝経産牛頭数×12/14×106 

年間飼養管理労働時間 ＝経産牛頭数×12/14×96 

 

（９）「ステージ２：機械装置の入力」の「２ 機械装置の導入関係」 について、現在の搾

乳方式をプルダウン選択します。（必須） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例） 

↓いずれかを選択 

※都道府県名はプルダウン選択 

（例） 
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（１０）「ステージ２：機械装置の入力」の「２ 機械装置の導入関係」 について、現在の 

状況と希望する機械装置についての情報を入力します。プルダウン選択 or 手入力（必須） 

注：搾乳関係の機械装置を導入する方は（１）、給餌関係の機械装置を導入する方は（２）、飼養管理関係

の機械装置を導入する方は（３）を入力します。 

 

 

  
注１：プルダウンリストにない機械装置は手入力して下さい。 

（例） 

←自動計算 

↓現在保有の機械装置に「○」をプルダウン選択。全て未選択の場合は

「人力による給餌方式」が自動選択。 

↓現在保有の機械装置に「○」をプルダ

ウン選択。全て未選択の場合は「人力に

よる観察方式」が自動選択。 

←（８）で選択済み 

↓現在保有の機械装置に「○」を

プルダウン選択。全て未選択の場

合は「バーンスクレーパー等によ

らない除糞」が自動選択。 
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注２：メーカー名を飛ばして型式から入力するとプルダウンリストが表示されないので注意して下さい。 

注３：メーカー名は販売業者名（店）ではなく、製造元名です。 

注４：型式は本体のみで付属機器の型式入力は不要です。 

注５：台（式）数は本体の台数又は式数を入力して下さい。 

   ※ミルキングパーラー、搾乳ユニット搬送レールは原則「１」式と入力して下さい。 

   ※ミルカー自動離脱装置は実数を記入して下さい。なお、ミルキングパーラー（ミルカー自動離脱

装置を標準装備）や搾乳ユニット搬送レール自動はミルカー自動離脱装置の入力は不要です。 

   ※搾乳ロボットはＢＯＸ数を入力して下さい。 

   ※バーンスクレーパーは、駆動装置の数を入力して下さい。 

注６：金額は円単位で入力して下さい。 

 

（１１）「ステージ２：機械装置の入力」の「３ 機械装置の導入方式」 をプルダウン選択 

します。（必須） 

 

注１：リース方式か購入方式かを選択して下さい。 

注２：購入方式を選択する場合は、実施要領第７の４の（３）のアに取り組む経営体に限ります。 

 

（１２）「ステージ２：機械装置の入力」の「４ 機械装置導入により想定される労働時間の 

削減効果」 について（１）は自動計算又は手入力します（２）はプルダウン選択します。 

（必須） 

 

注１：搾乳牛１頭当たり削減労働時間×経産牛頭数×12/14、小数点以下四捨五入 

注２：削減労働時間を手入力した場合は計算根拠を説明する資料を提出時に添付して下さい。 

 

（１３）「ステージ２：機械装置の入力」の「５ 機械装置の導入に伴う飼養管理の改善への 

取組」 についてプルダウン選択します。（必須） 
注：プルダウン選択したら、回答根拠を示す添付書類を下表により提出して下さい。 

（例） 

 

 

（以下、注１参照） 

 

 

（例） 
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（１４）「ステージ２：機械装置の入力」の「６ 労働時間削減効果分析の結果」 は自動計

算です。 

 
 

（１５）施設整備なしの場合は（１５）へ、施設整備を行う場合は９ページへお進み下さい。 

 

（１６）ステージ３の２の（１）の《（参考）導入機械装置》において、導入希望の機械装

置の名称をプルダウン選択します。（必須） ※コスト分析の対象外となる機械装置を導入

する場合は選択不要です。 

 
注：機械装置名をプルダウン選択すると、機械価格（税抜）にステージ２で入力した見積金額（税抜）の

計が、数量（式・台）にステージ２での台（式）数が自動で表示されます。 

 

（１７）【コスト分析用】単価（／式・台）を手入力します。（必須） 

 

（例） 

 

 

（注１） 
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参考：機械装置の導入のコスト分析基準額（ALIC事業「畜産業振興事業の実施について」） 

コスト分析の対象機械 基準額（税抜） 
基準額と比較する対象（この部分の金額

がわかるよう見積書の明細を取得） 

搾乳ロボット（つなぎ用を除く） 3200 万円／台 ワンボックスタイプ（標準装備の本体一

式。カウゲートなどオプションは除く） 

搾乳ユニット搬送レール自動 160 万円／台 自動搬送装置１台＋自動離脱装置２台 

搾乳ユニット搬送レール手動 70 万円／台 自動離脱装置１台 

ミルカー自動離脱装置 70 万円／台 自動離脱装置１台 

自動給餌機 2400 万円／台 フィーダー本体（吊下式） 

ほ乳ロボット（レール式） 900 万円／台 哺乳機１台＋カーフレール２台 

ほ乳ロボット（据置式） 400 万円／台 コンビタイプ 

自走式配餌車 400 万円／台 オーガなし 

バーンスクレーパー 60 万円／台 スクレーパー本体１台 

 

 

（記入例） 搾乳ユニット搬送レール（自動）の場合 
全国事業推進会議 P54ページより 

 
 

 自動搬送装置 600,000 円／台 ＋ ミルカー自動離脱装置 800,000 円／２台 

                      ＝1,400,000円（コスト分析用単価）  

 

 1,400,000円＜基準額 1,600,000円 となり、基準額を下回ります。 
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注：コスト分析の対象となる機械装置について、（１５）（１６）の作業を行わずに転記しよ

うとすると、以下のエラーメッセージが画面上に表示されますので、ご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１８）コスト分析用単価が基準額を超えて要望する場合は、出力シート（楽酪 GO1-1別紙

１）の（２）に理由を手入力します。（基準額を超える場合は必須） 

 
注：基準額を超過しても、合理的な理由が提示されれば申請可能です。その場合、具体的な理由を説明

する資料を添付して下さい。 

 

 

（１９）「ステージ２：機械装置の入力」の下にある       を押下し、入力漏れが

ないか確認します。 

注：エラーもしくは入力漏れがある場合、セルが赤くなります。修正または入力が必要です。 

 

 

（２０）「ステージ２：機械装置の入力」の下にある       を押下します、出力シ

ート（楽酪 GO1-1）に転記されます。 

注：別記様式第１号－１の最終出力ページに「補助金及び要望調査に関する確認書」がある

ので忘れずにプリントアウトして下さい。 

 

 

（２１）「ステージ２：機械装置の入力」の下にある       を押下した場合、入力

した内容がクリアされます。 

 

 

（２２）必要となる添付書類を添えて応援会議に提出して下さい（終了）。 
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４．施設要望調査票の作成手順（別記様式第１号１号－１別紙１） 

（１）「ステージ３：酪農労働・・・施設整備等要望の入力」の「１ 機械装置の導入と一

体的な施設整備の必要性」 について手入力します。（必須） 

 

 

（２）ステージ３の２の（１）の《（参考）導入機械装置》において、導入希望の機械装置

の名称をプルダウン選択します。（必須） ※コスト分析の対象外となる機械装置を導入す

る場合は選択不要です。 

 
 
注：機械装置名をプルダウン選択すると、機械価格（税抜）にステージ２で入力した見積金額（税抜）の

計が、数量（式・台）にステージ２での台（式）数が自動で表示されます。 

 

 

 

 

 

（例） 
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（３）【コスト分析用】単価（／式・台）を手入力します。（必須） 

 

 

参考：機械装置の導入のコスト分析基準額（ALIC事業「畜産業振興事業の実施について」） 

コスト分析の対象機械 基準額（税抜） 
基準額と比較する対象（この部分の金額

がわかるよう見積書の明細を取得） 

搾乳ロボット（つなぎ用を除く） 3200 万円／台 ワンボックスタイプ（標準装備の本体一

式。カウゲートなどオプションは除く） 

搾乳ユニット搬送レール自動 160 万円／台 自動搬送装置１台＋自動離脱装置２台 

搾乳ユニット搬送レール手動 70 万円／台 自動離脱装置１台 

ミルカー自動離脱装置 70 万円／台 自動離脱装置１台 

自動給餌機 2400 万円／台 フィーダー本体（吊下式） 

ほ乳ロボット（レール式） 900 万円／台 哺乳機１台＋カーフレール２台 

ほ乳ロボット（据置式） 400 万円／台 コンビタイプ 

自走式配餌車 400 万円／台 オーガなし 

バーンスクレーパー 60 万円／台 スクレーパー本体１台 
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（記入例） 搾乳ユニット搬送レール（自動）の場合 
全国事業推進会議 P54ページより 

 
 

自動搬送装置 600,000 円／台 ＋ ミルカー自動離脱装置 800,000 円／２台 

                       ＝1,400,000円（コスト分析用単価） 

 

1,400,000円＜基準額 1,600,000 円 となり、基準額を下回ります。 

 

 

（４）補助事業の活用状況をプルダウン選択します。（必須）※「他事業」選択の場合 

は、事業名を必ず手入力してください。 
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（５）《施設整備の要望入力》について、種目を手入力します。(必須) 
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（６）《施設整備の要望入力》について、施設の構造、規格、能力等を手入力します。 

（必須） 

 

 

（７）《施設整備の要望入力》について、建設面積の増加の有無をプルダウン選択しま

す。（必須）増築の場合は、「有」を選択します。 
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（８）（７）で「有」を選択した場合、建築面積の増加部分に係る面積を手入力します。 

（「有」選択の場合に必須） 

 

 

（９）（７）で「有」を選択した場合、コスト分析用単価を手入力します。（「有」選択の

場合に必須） 

 

 

 

 

 

 

参考：機械装置の導入のための施設整備のコスト分析基準額（ALIC事業「畜産業振興事業の実施に

ついて」） 
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コスト分析の対象施設 基準額（税抜） 
基準額と比較する対象（この部分の金額がわ

かるよう見積書の明細を取得） 

乳用牛舎、飼料原料保管施設

等 

45000円／㎡ 建築面積の増加部分にかかる施設本体の建設

費（代行施設管理料、製造請負管理料、実施

設計費、既存施設の撤去費用、ストール等付

帯部分に係る施行費用等は除く） 

飼料調整施設 50000円／㎡ 

 

（１０）《施設整備の要望入力》について、竣工予定又は完了年月日を手入力します。 

（必須） 

 

（例）西暦  ●●●●／△△／□□ 

 

（１１）《施設整備の要望入力》について、事業費（税抜）を手入力します。（必須） 

※施設整備にかかる総事業費（税抜）です。 

 

注：事業費（税抜）を入力すると、自己資金が同じ金額で出力されますが、補助金を入力することで調 
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整されます。 

 

（１２）《施設整備の要望入力》について、補助金を手入力します。（必須） 

※機械価格（税抜）の１／２が上限となります。 

 

注：補助金を入力すると補助率が自動で出力されます。 

 

 

 

（１３）「ステージ２：機械装置の入力」の下にある       を押下し、入力漏れが

ないか確認します。 

 

 

注：エラーもしくは入力漏れがある場合、セルが赤くなります。修正または入力が必要です。 

（１４）「ステージ２：機械装置の入力」の下にある       を押下します、出力

シート（楽酪 GO1-1別紙 1）に転記されます。 

 

 

（１５）「ステージ２：機械装置の入力」の下にある       を押下した場合、入力

した内容がクリアされます。 
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（１６）機械装置及び施設整備において、コスト分析の基準額を超える場合は、出力シー

ト（楽酪 GO1-1別紙１）の（２）に理由を手入力します。（必須） 

 
注：基準額を超過しても、合理的な理由が提示されれば申請可能です。その場合、具体的な理由を説明

する資料を添付して下さい。 

 

 

（１７）出力シート（楽酪ＧＯ１－１、楽酪ＧＯ１－１別紙１）、その他必要な添付書類

を添えて応援会議に提出して下さい（終了）。 
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５．参加要望書の作成手順（別記様式第１号） 
（１） 各経営体が作成した「まとめシート（楽酪 GO1 号）」を開いて、Ｂ列からＣＬ列をコ

ピーします。 

 
（２）本会ＨＰトップページ＞支える＞「畜産ＩＣＴ・楽酪ＧＯ事業情報提供ページ」＞提

出書類（応援会議⇒中央畜産会）＞参加要望書を開いて、Ａ列からＣＫ列に貼り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注：労働時間削減効果分析の結果が良いもの（点数が低いもの）が高順位になるように並べ替えて、優先

順位欄に１から順に数字を入力します。 
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６．ファイル名の付け方について 

（１）要望調査票の場合（別記様式第１号－１） 

 
初期状態 04rg_rakuraku1-1_0000000.xlsm  

           

「0000000」の部分を以下のように変更します。 

 

県番号（半角２桁）＋県内の応援会議コード（半角２桁）_生産者名（全角で経営主氏名

又は法人名称） 

 

注１：姓と氏名の間にスペースを入れないで下さい。 

注２：法人の場合、「㈱、㈲」などのいわゆる環境依存文字や「（株）、（有）」などの 

「（」、「」」での省略は使用せず、「株式会社」「有限会社」「農事組合法人」など正

式な日本語で表記して下さい。 

 

（例）県番号 01 会議コード 72 中畜 ICT／楽酪応援会議 株式会社中畜ファーム 

    04rg_rakuraku1-1_0172_株式会社中畜ファーム.xlsm 

 

 

 

 

 

 

 

（２）参加要望書の場合（別記様式第１号） 

 
初期状態 R4rakuGOyobo_youshiki.xlsx  

 

  先頭に、県番号（半角２桁）＋県内の応援会議コード（半角２桁） 

 

 （例）県番号 01 会議コード 72 中畜 ICT／楽酪応援会議の場合 

0172_R4rakuGOyobo_youshiki.xlsx 
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７．注意すべき選択と入力のパターンについて 

①－１「ミルカー自動離脱装置」のみの申請 

現 状：バケット及びパイプライン方式（自動離脱装置なし） 48 時間 

導入後：バケット及びパイプライン方式（自動離脱装置あり） 40 時間 

ステージ１：申請概要の入力 

 

ステージ２：機械装置の入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①－２「ミルカー自動離脱装置」のみの申請 

現 状：搾乳ユニット手動搬送方式（自動離脱装置なし） 46 時間 

導入後：搾乳ユニット手動搬送方式（自動離脱装置あり） 38 時間 

    現状の搾乳ユニット手動搬送にミルカー自動離脱装置を導入する場合 

ステージ１：申請概要の入力 
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ステージ２：機械装置の入力 

 

 

①－３「ミルカー自動離脱装置」のみの申請 

現 状：ミルキングパーラー（自動離脱装置なし） 42 時間 

導入後：ミルキングパーラー（自動離脱装置あり） 34 時間 

    現状のミルキングパーラーにミルカー自動離脱装置を導入する場合 

 

現状 M6 と別型式の M7 ミルキングパーラー導入の場合は⑤-５参照 

ステージ１：申請概要の入力 

 

ステージ 2：機械装置の入力 
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 ②－１「搾乳ユニット搬送レール手動方式」のみの申請 

現 状：バケット及びパイプライン方式（自動離脱装置なし） 48 時間 

導入後：搾乳ユニット手動搬送方式（自動離脱装置なし）   46 時間 

ステージ１：申請概要の入力 

 

ステージ２：機械装置の入力 

 

 

②－２「搾乳ユニット搬送レール手動方式」のみの申請 

現 状：バケット及びパイプライン方式（自動離脱装置あり） 40 時間 

導入後：搾乳ユニット手動搬送方式（自動離脱装置あり）   38 時間 

    現状のミルカー自動離脱装置に搾乳ユニット手動搬送を導入する場合 

ステージ１：申請概要の入力 
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ステージ２：機械装置の入力 

 

 

 ③－１「搾乳ユニット搬送レール手動方式」＋「自動離脱装置」の申請 

  「搾乳ユニット搬送レール手動方式」を導入して、同時に「自動離脱装置」を導入する

場合は、それぞれの欄に記入して下さい。 

現 状：バケット及びパイプライン方式（自動離脱装置なし） 48 時間 

導入後：搾乳ユニット手動搬送方式（自動離脱装置あり）   38 時間 

ステージ１：申請概要の入力 

 

ステージ２：機械装置の入力 
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④－1～4「搾乳ユニット搬送レール自動方式」の申請 

  「搾乳ユニット搬送レール自動方式」を導入する場合はすべて「搾乳ユニット搬送レー

ル自動搬送方式」に入力して下さい。ミルカー自動離脱装置への入力は不要（不可）です。 

現 状：バケット及びパイプライン方式（自動離脱なし） 48 時間 ④－1 

    バケット及びパイプライン方式（自動離脱あり） 40 時間 ④－2 

搾乳ユニット手動搬送方式（自動離脱なし）   46 時間 ④－3 

搾乳ユニット手動搬送方式（自動離脱あり）   38 時間 ④－4 

導入後：搾乳ユニット自動搬送方式           34 時間 

ステージ１：申請概要の入力 

 

ステージ２：機械装置の入力 

 

 

⑤－１～5「ミルキングパーラー」のみの申請 

現 状：バケット及びパイプライン方式（自動離脱装置なし）48 時間 ⑤－1 

バケット及びパイプライン方式（自動離脱装置あり）40 時間 ⑤－2 

搾乳ユニット手動搬送方式（自動離脱装置なし）  46 時間 ⑤－3 

搾乳ユニット手動搬送方式（自動離脱装置あり）  38 時間 ⑤－4 

ミルキングパーラー（自動離脱装置なし）     42 時間 ⑤－5 

導入後：ミルキングパーラー（自動離脱装置あり）     34 時間 
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ステージ１：申請概要の入力 

 

ステージ２：機械装置の入力 

 

 

 

８．利用にあたっての推奨環境 

OS：Windows8、8.1、10 

EXCEL：2016、2019、Microsoft365 
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（資料１）削減が期待される年間労働時間の考え方 
（実施要領別添の第３） 

 これらの機械装置による作業については、牛 1頭当たりの年間労働時間（時間／頭・年）

が、下表（実施要領別表）のとおり定められており、現況の保有機器との年間労働時間の差

（注）に、各経営の飼養頭数を乗じて削減労働時間が自動計算されます。複数の機器がある

場合は、これらを足し合わせて算出されます。 

（注：現況に比較して削減される場合のみ有効、それ以外はエラーとなります） 

 

【搾乳作業】 

（搾乳方式） 

 搾乳牛１頭当たり搾乳時間 

（時間／頭・年） 

バケット及びパイプライン方式（自動離脱なし）   

バケット及びパイプライン方式（自動離脱あり）   

搾乳ユニット手動搬送方式（自動離脱なし）     

搾乳ユニット手動搬送方式（自動離脱あり）     

搾乳ユニット自動搬送方式             

ミルキングパーラー方式（自動離脱なし）      

ミルキングパーラー方式（自動離脱あり）      

搾乳ロボット方式                 

48 時間 

40 時間 

46 時間 

38 時間 

34 時間 

42 時間 

34 時間 

7 時間 

 

【給餌作業】 

 
搾乳牛１頭当たり給餌時間（時間／頭・年） 

人力による給餌方式  

自走式配餌車による給餌方式 

自動給餌方式（濃厚飼料） 

自動給餌方式（濃厚･粗飼料） 

43 時間 

37 時間 

16 時間 

14 時間 

（子牛（ほ乳）） 

 
搾乳牛１頭当たりほ乳時間 

（時間／頭・年） 

人力によるほ乳方式  

ほ乳ロボット方式（据置式、レール式を含む） 

3 時間 

0 時間 

 

 

 

 

 



30 

 

【生産管理作業】 

（除糞作業） 

 
搾乳牛１頭当たり労働時間（時間／頭・年） 

ホイールローダ等バーンスクレ

ーパーによらない除糞 

バーンスクレーパーによる除糞 

5 時間 

 

0 時間 

（敷料散布作業） 

 
搾乳牛１頭当たり労働時間（時間／頭・年） 

人力による敷料散布  

敷料散布機による敷料散布 

3 時間 

0 時間 
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（資料２）選択可能な組合せ表 

労働時間の削減が自動算定される、現申請（要望）可能な組合せは、下表に示すとおりで

多岐にわたります。 

表１ 現状の搾乳方式と導入希望機械装置の選択可能な組合せ 

機械装置導入による１頭当たり削減労働時間（時間／頭・年） 

 

 

導入希望の機械装置 

現況の搾乳方式 

M1 

48ｈ 

M2 

40ｈ 

M3 

46ｈ 

M4 

38ｈ 

M5 

34ｈ 

M6 

42ｈ 

M7 

34ｈ 

M8 

7ｈ 

自動離脱装置 M2 

40ｈ 

－8ｈ 

申請可 

0ｈ 

増設可 

      

手動搬送レール M3 

46ｈ 

－2ｈ 

申請可 

－2ｈ 

申請可 

注 1 

0ｈ 

不可 

     

手動搬送レール 

＋自動離脱装置 

M4 

38ｈ 

－10h 

申請可 

－2ｈ 

申請可 

－8ｈ 

自動離

脱のみ 

申請可 

0ｈ 

自動離

脱 

増設可 

    

自動搬送レール 

自動離脱装置標

準装備 

M5 

34ｈ 

－14ｈ 

申請可 

－6ｈ 

申請可 

－12ｈ 

申請可 

－4ｈ 

申請可 

0ｈ 

増設可 

 

不可 

  

ミルキングパー

ラー（自動離脱

装置あり） 

M7 

34ｈ 

－14ｈ 

申請可 

－6ｈ 

申請可 

－12h 

申請可 

－4ｈ 

申請可 

0ｈ 

不可 

注 2 

申請可 

0ｈ 

方式変更

自動離脱 

増設可 

 

搾乳ロボット M8 

7ｈ 

－41ｈ 

申請可 

－33ｈ 

申請可 

－39h 

申請可 

－31h 

申請可 

－27h 

申請可 

－35h 

申請可 

－27h 

申請可 

0ｈ 

不可 

各搾乳方式の搾

乳牛１頭当たり

の搾乳時間（時

間／年・頭） 

 M1: バケット及びパイプライン方式（自動離脱なし）  48 時間 

 M2: バケット及びパイプライン方式（自動離脱あり）  40 時間 

 M3: 搾乳ユニット手動搬送方式（自動離脱なし）    46 時間 

 M4: 搾乳ユニット手動搬送方式（自動離脱あり）    38 時間 

M5: 搾乳ユニット自動搬送方式            34 時間 

 M6: ミルキングパーラー方式（自動離脱なし）     42 時間 

 M7: ミルキングパーラー方式（自動離脱あり）     34 時間 

 M8: 搾乳ロボット方式                 7 時間 

注１：現状の自動離脱装置と導入する搾乳ユニット手動搬送方式とを組み合わせて搾乳ユ
ニット手動搬送方式（自動離脱あり）38ｈとする 

注２：現状がミルキングパーラー方式（自動離脱装置なし）でミルキングパーラー式（自
動離脱装置あり）を導入希望の場合、以下２つのケースに分かれます。 

ケース１：現況ミルキングパーラー（自動離脱なし）にミルカー自動離脱装置のみ導入→ 
要望調査票にミルカー自動離脱装置（ミルキングパーラー用）をプルダウンリ
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ストから選択（メーカー名、型式）して、台数を入力。リストにない場合は、
手入力してください。 

ケース２：新規にミルキングパーラー（自動離脱装置あり：標準装備）を導入。→要望調
査票にミルキングパーラー（メーカー名、型式、台数）のみを入力。 

 
注３：現状の搾乳方式と変更がない以下の場合。 
補助対象：削減労働時間計算書を提出し、専門委員会における承認が必要 
 
・パイプライン方式（自動離脱あり）  → 自動離脱装置の増設可（専門委員会） 
・手動搬送方式（自動離脱あり）    → 自動離脱装置の増設可（専門委員会） 
・自動搬送方式            → 自動搬送装置の増設可（専門委員会） 
・ミルキングパーラー（自動離脱あり）→  自動離脱装置の増設可（専門委員会） 

→  パーラー方式の変更可（専門委員会） 

 

 

表２ 給餌作業の現況と導入希望装置の組合せ 

（現況方式は△、導入希望装置は〇で示す） 

 

注意：導入希望装置は同じでも、現況方式が異なれば削減労働時間/頭・年の自動計算値

は変わります。また、同時に申請できない組合せがあります（以下参照）。 

 

人力方式 
自動給餌(濃･

粗飼料) 

自動給餌 

(濃厚飼料) 

自走式 

配餌車 

削減労働 

時間/頭･年 

△43h 〇   43-14=29h 

 〇 △16h  16-14=2h 

 〇  △37h 37-14=23h 

  〇 △37h 37-16=21h 

 〇  〇 同時申請不可 

  〇 〇 同時申請可 

 〇 〇  同時申請不可 

どちらか 1 つのみ申請可 

 


